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「経営学部総合奨学金」授与式を開催 「建学の精神」と「学園訓」を学ぶ!

経営学部では、がんばる
学生のみなさんを応援する
ための特待生制度を設けて、
「経営学部総合奨学金」を
支給しています。企業経営
専攻も、2022年度の開始
時期に、学年ごとそれぞれ
12名に授与しました。

「大学基礎演習Ⅰ」で、本
学の「建学の精神」や「学
園訓」について、具体例を
交えながら学びました。参
加した学生の感想文による
と、「健康を重んぜよ」の
お話しが印象に残ったよう
で、食事・睡眠が重要です。

毎年恒例の新入生キャンパスツアー！
「地域活性化概論」で羽曳野市長、
藤井寺市長による特別講義を実施

学内の施設を知り、雰囲
気を身近に感じ、さらに友
人づくりの機会としての新
入生のキャンパスツアーを
実施しました。今年は、写
真撮影以外は密を避けて、
ソーシャルディスタンスを
保ち学内を探索しました。

「地域活性化概論」で、大
学の立地する羽曳野市、最
寄り駅として多くの学生が
利用する藤井寺市から、昨
年度に引き続き、羽曳野市
の山入端創市長、藤井寺市
の岡田一樹市長に特別講義
をしていただきました。

ハンバーガーの発祥や日
本上陸の歴史についての講
義に続き、「羽曳野ご当地
カフェ・ビッキーノ」の桑
野将二郎代表から、故郷・
羽曳野への想い、キッチン
カーの建造・運営について
の貴重なお話を伺いました。

奈良県山添村は四天王寺
大学が地域連携協定を結ん
でいる藤井寺市の姉妹都市
であり、隅田ゼミ所属学生
のご親族が牧場を営まれて
います。今後、隅田ゼミは
山添村での地域活性化支援
活動を進めていく計画です。

「WEB授業体験」 動画企画制作中！

百舌鳥・古市古墳群は世
界遺産登録から3周年を迎
えて、天野ゼミでは7月17
日に藤井寺市生涯学習セン
ター（アイセル シュラホール）

で開催された記念フェステ
ィバルに物販・ゲーム・飲
食ブースを出展しました。

本学入試・広報課による
「WEB授業体験」の経営
学科編「企業と外部環境・
景気を学ぼう！」の動画を
収録しました。専攻教員1
名と有志学生3名による今
回の動画配信は、本学HP
で9月初を予定しています。

こころに、学びを。 四天王寺学園は、
2022年創立100
周年を迎えました。

企業経営専攻３年の特待生 経営学部の加藤先生の講話

図書館職員による説明

有志学生と撮影スタッフ

羽曳野市の山入端創市長

藤井寺市の岡田一樹市長

天野ゼミのメンバーたち

百舌鳥古市古墳群世界遺産3周年記念
企画(天野ゼミ産官学連携活動報告)

羽曳野ご当地グルメとキッチンカーで
の起業(天野ゼミ産官学連携活動報告)

制作中のキッチンカー

奈良県山添村地域活性化支援活動始動！

山添村表敬訪問の記念写真

次回のオープンキャンパスは、10月23日(日)に開催しますので、ぜひご参加ください。教員一同、お待ちして
います!
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4年生勉強会 面接試験対策

筆記試験を通過したら、面接（人物）試験に進
みます。３年終了時から東京アカデミーによる面
談が始まり、志望を再確認します。4年生になる
と筆記試験が始まり、それと並行して面接練習も
本格化していきます。立ち居振る舞いなどに加え、
予想される質問への回答の確認など、非常にきめ
細やかな指導を受けることができ、学生は自信を
もって面接試験に臨むことができます。

本学が立地する羽曳野市の職員の方による特別
講演会を実施しました。世界遺産である百舌鳥・
古市古墳群の歴史等に加えて、世界遺産登録に向
けた羽曳野市や市民の方々との連携活動の取り組
み等について、詳しくお話を伺い、公務員の具体
的な仕事を学ぶ大変有意義な機会となりました。

公共経営専攻学生のゼミ
活動の一環として、6月の
水無月祭では、地域文化の
振興に取り組む「河内こん
だハニワの里大蔵屋」と共
にはにわ作り体験の運営を
行いました。この地域企業
や行政との連携活動に、学
外からも多数の方にご来場
いただきました。

こころに、学びを。 四天王寺学園は、
2022年創立100
周年を迎えました。

合同ゼミの様子

準備の様子と水無月祭当日の様子

個別面接練習の様子

羽曳野市役所職員による講演会 地域連携活動の取り組み

次回のオープンキャンパスは、10月23日(日)に開催しますので、ぜひご参加ください。教員一同、お待ちして
います!

公共経営専攻4年生は、公務員試験準備のた
め、志望する公務員別に研究する勉強会を行っ
ています。めざす公務員試験の試験スケジュー
ルの確認を行い、公務員試験の模擬問題を制限
時間内に解き、問題の傾向を検討します。さら
に、教員が個別相談を行い、エントリーシート
の記入を含め、一人ひとりの将来を確認、展望
する時間になっています。

羽曳野市教育委員会
世界遺産・文化財総合管理室文化財課
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